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２－４ 市域の活断層 
 
本市域には、その地形的な特徴及び堆積している地層の変形より、地質学的に確認されてい

る上町断層が都心部を南北に縦断するように存在しており、この断層より北上して豊中市に至
っている佛念寺山断層及び市域南部より南下して岸和田市に至る坂本断層、久米田池断層、更
に上町断層の東側に位置する長居断層及び西側に位置する汐見橋撓曲、住之江撓曲を含めて上
町断層帯と称している。 

この断層系は、過去にボーリング等によりその位置等が調査されたが、断層上に厚く堆積し
ている沖積層のために、断層の位置、長さ、過去の活動歴などについて、いまだに不明な点が
多く残されている。 

なお、市域の活断層は、次図のとおりである。これらの活断層以外に、見つかっていない活

断層も多数存在する可能性があることに留意が必要である。 

 

図 市域の活断層 

（出典：文部科学省 地震調査研究推進本部「上町断層帯」 
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第３節 地震規模・被害の想定 
 
この計画において想定する地震規模や被害は次のとおりである。 

３－１ 地震規模の想定 
 
(１) 上町断層帯による震度分布 

佛念寺山断層、上町断層、長居断層、坂本断層、久米田池断層のすべてが活動し、上町断
層の北端部から破壊が開始すると仮定し、その最大級（マグニチュード7.8程度）の地震を
想定した、本市域における震度分布は下図のとおりである。 

 

図 予測震度（上町断層帯地震） 
（出典：大阪府地震被害想定調査（大阪府自然災害総合防災対策検討（地震被害想定）報告

書）（平成１９年３月） 「被害想定の見直し」 

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
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(２) 上町断層帯以外の断層等による震度分布 
上町断層帯以外の断層等で、本市に影響を与えると考えられる生駒断層帯、有馬高槻断層

帯、中央構造線断層帯及び海溝型の南海トラフの活動による東南海・南海地震、南海トラフ
巨大地震を想定した、本市域における震度分布は下図のとおりである。 

 

図 予測震度（生駒断層帯地震） 
（出典：大阪府地震被害想定調査（大阪府自然災害総合防災対策検討（地震被害想定）報告

書）（平成１９年３月） 「被害想定の見直し」 

  

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
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図 予測震度（有馬高槻断層帯地震） 
（出典：大阪府地震被害想定調査（大阪府自然災害総合防災対策検討（地震被害想定）

報告書）（平成１９年３月）  「被害想定の見直し」  

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
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図 予測震度（中央構造線断層帯地震） 
（出典：大阪府地震被害想定調査（大阪府自然災害総合防災対策検討（地震被害想定）報告

書）（平成１９年３月） 「被害想定の見直し」 

  

http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf
http://www.pref.osaka.lg.jp/attach/3667/00000000/03.pdf

